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【建置】　
明は都を京師（北京順天府）と南京（金陵応天府）とに置いた。
北京が首都で南京が陪都であった。　　
初め太祖は南京を首都京師とし北京を北平府といった。太祖の崩後、成祖が北平から兵を起して天下を取るや、北平を北京と改め、永楽十八年には首都を北京にうつして京師と定め、それまでの京師を南京というようになった。
そして全国を「二直隷」 「十三布政使司」に分けて統治した。 「二直隷」は即ち北直隷（北畿）と南直隷（南畿）とで、京師と南京とで治めた。その範囲は、北直は大体今の河北省、南直は今の安徽・江蘇の両省にあたっていた。 「十三布政使司」は元代の行省によったもので、山東、山西、河南、陝西、四川、湖広 今の湖北、湖南） 、江西、浙江、福建、広東、広西 貴州、雲南である。この「二直隷」と「十三布政使司」の下に府・州・県が分属していた。　「府・州・県学」は即ち各地方の公立学校で、正しくは「府儒学」
「州儒学」 「県儒学」といった。地方行政の上では府は州および県を
領していたが、教育の面では規模に大小の差こそあれ、今の小学校、中学校、高等学校のような段階 なかった。　
明初、州・県に学校を建てたのは、至正十八年（元の順帝、西暦
一三五八）十二月、太祖が浙江省の婺州に克って寧城府と改め（後にまた金華府と改めた） 、王宗顕を知事に任じて郡学を開かしめたのが最初である。そのことは『明史』巻一四〇・王宗顕伝に、　　
宗顕故儒者、博渉経史、開郡学、聘葉儀・宋濂為五経師、戴良為学正、呉沈・徐源等為訓導。自兵興、学校久廃、至是始聞絃誦声。
とある。これが後に「金華府儒学」となった。しかし、これは特に金華府という学問の地であり、宋濂や葉儀らの学者に恵まれていたから早速設立の運びになったのであろう。天下の郡県を通じてひろく学校のたてられたのは、 太祖が全国を統一した十数年後であった。それは洪武元年（太祖即位、一三六八）七月に帯刀舎人 周宗 上疏して、府・州・県に学校を開設せられんこと 請うたところ、太祖はそれを嘉納せ れたという記事が、 『明史紀事本末』巻一四にみえている。これは半面、当時まだ地方各地 学校の制度のなかったことを証している。この上疏の結果と思われる 、翌二年十月、郡県にすべて学校をたてさす詔が発せ 。 『明史』巻六九・選挙志（以下、巻数を省略）に、それが、
　
諭中書省臣曰、学校之教、至元其弊極矣。上下之間、波頽風靡、学校雖設、名存実亡。兵変以来、人習戦争、惟知干戈、莫識俎豆。朕惟治国以教化為先、教化 学校為本。京師雖有太学 而天下学校未興。宜令郡県皆立学校、延師儒、授生徒、講論聖道
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使人日漸月化、以復先王之旧。
とある。 「太学」とは後に述べる「国子監」のことで、地方よりも先にたてられていた。太祖が郡県に学校をたてさした目的は、人材を育し、 風俗を正す、 教化のためであった。この詔があったので、 『明史』選挙志に、
　
於是、大建学校。府設教授、州設学正、県設教諭、各一。倶設訓導、府四、州三、県二。
と、教官配置のことが記されている。【教官】　
地方学校の教官には「教授・学正・教諭・訓導」の四種があった。
これについては、 『明史』巻七五・職官志に、
　
儒学。府、教授一人
従九品
、訓導四人。州、学正一人、訓導三人。
県、教諭一人 訓導二 。教授・学正・教諭、掌教誨所属生員訓導佐之。
とある。府学には教授が、州学には学正が、県学には教諭が一人ずついるというのは校長格で、訓導は府に四人、州に三人 県に二 、校長をたすけて訓育教誨にあたった。生員の数に比較すると 十人に訓導一人のわりである。　
教官の数については、これ以外に記載はないが、後に記す生員の
数はおいおい増加しておれば、それ つれて の数もふえていったとおもわれる。　
教官の職責については、 『明史』巻七五・職官志に、　
儒学官、月課士子之芸業、而奨励之。凡学政遵臥碑 咸聴於提
学憲臣提調、府聴於府、州聴於州、県聴於県。其殿最視郷挙之有無多寡。
と記されてある。 「臥碑に遵へ」とあることについては、 後の「禁制」の項で述べる。 明初は随分師儒を優礼したが、 また監督もきびしかった。教官の昇任は、洪武二十六年 定められ 「学官考課法」により、もっぱら生員が郷試に合格して挙人になった数の多少で施行された。そのことは『明史』選挙志に詳しく記されており、その終わりに、　　
其待教官之厳如此。
とある。学政の監督にあたったのは儒学提挙司や提督学校官であるが、これについては後の「学政の監督」の項で述べる。　
なお教官にはいかなる人がなったかというに、 顧炎武の『日知録』
巻一七に、　　
明初教職、多由儒士薦挙。景泰二年、始準会試不中式挙人考授。
とある。明初は薦挙さ た儒士がなっ であるから、多少世の尊敬もうけたであろう。 『明史』選挙志にも、　　
明初、優礼師儒、教官擢給事・御史。
とある。ところが正統（第六代英宗朝）の頃になると、 『明史』選挙志に、　　
正統中、天下教官多缺。而挙人厭其卑冷、多不願就。
とある。景泰（第七代景帝朝）以後になる 、会試に落第した挙人がその職にあたったのであるから、本人としても教育を決して楽しみとはしなかったであろう。　
その品秩は、府学の教授でも最下の従九品にすぎなかった。洪武
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十三年には、州学の学正を未入流におとした。 （それまでは従九品であった。 『辞源』に「官不及九品者、曰未入流。言其為雑途所就、不得預於正流 猶唐之有流外也。明始置此級。 」とある。 ）
　
二十四
年には訓導を雑職の上においたと、 『明史』巻七五・職官志にある。いかに卑官冷選であったかがわかる。 が低ければ 世間も貴ばず、自らも重んぜず、その めか、天順三年（第六代英宗復辟、一四五九）十二月、建安県の老人賀煬 上言して、
　
朝廷建学立師、将以陶鎔士類。奈何郡邑学校、師儒之官、真材実学者、百無二三。虚糜廩禄、猥瑣貪饕。需求百計、而受業解惑、莫措一辞。師範如此。雖有英才美質、何由而成。
というに至ったことが、 『日知録』巻一七に記されてい　『明史』選挙志によれば、　
正統中、天下教官多缺。而挙人厭其卑冷、多不願就。
とあって、 学校の教官になるものがたりない。その後は「歳貢生員」をもって補充して たらしい。 『明史』選挙志に
　
至成化十三年、御史胡璘言、天下教官、率多歳貢 言行文章、不足為人師範。請多取挙人選用、而罷貢生勿選。部議、歳貢如其旧。而挙 教官、仍許会試。自後就教者、亦漸 矣。
とあって、歳貢生の補充は到底やめることはできなかっ 。挙人もわずかに次期の会試までの足だまりというわけで、就職していたすぎない。清初の陸世儀は、
　
学校之師、以庸鄙充数、而不知教養之法。党塾之師 以時文章句為教、而不知聖賢之道
儇
捷者謂之才能、方正者謂之迂樸。
蓋師道至於今 賎極矣。即欲束脩自厲、人誰與之。如此而欲望
人才之多・天下之治、不可得矣。
『日知録』巻一七
といい、顧炎武も、　　
士風之薄、始於納巻就試。師道之亡、始於赴部候選。……有天下者、能反此二事、斯可以養士而興賢矣。
『日知録』巻一七
といって、師道の頽廃を歎いている。【生員】　
府州県学の学生を「生員」という。生員の数については、 『明史』
選挙志に、　　
生員之数、府学四十人、州・県以次減十。
とある。即ち府学は四十人、州学は三十人、県学は二十人の定めであった。なお都の順天府学（北京） 応天府学（南京）は特に六十人で　
教官に月俸が給せられ、官舎が与えられたことは当然であるが、
生員の生活も官によって保証された。 『明史』選挙志に　　
師生月廩食米、人六斗、有司給以魚肉。
とあるのが、 それである この生活物資の給与を「餼
き
廩りん
」といった。
なお『欽定続文献通考』巻五〇・学校考によると、　　
仍免其家差徭二丁。
とある。顧炎武は『日知録』巻一七・生員額数 条に、　　
明初諸生無不廩食於学。会典言、洪武初、令在京府学六十人、在外府学四十人、州学三十人、県学二十人、日給廩膳、聴於民間選補、仍免其差徭二丁。
とある。 「免其差徭二丁」の文は、 『大明会典』によったと思われる。
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つまり生員を学校へ入れた家では、毎年二人分の賦役が免除されたのである。朝廷が教学を重んずる意とはいいながら、生員もずいぶん優遇されたものである。　
以上の生員の定数・餼廩・免役は、洪武二年（一三六九）の制定
であった。ところが、十五年（一三八二）になると、 「学糧を賜い、師生の廩膳を増す」ということ 行われた。これについて、 『明史』選挙志には記載がないが、 『欽定続文献通考』巻五〇・学校考に記されている。まず、
　
命凡府州県田租入官者、悉帰於学、俾供祭祀及師生餼廩。
と、本年の田租を悉く学校の糧食に てがった。そしてその配当を府・州・県によって、
　
仍定為三等、府学一千石、州学八百石、県 六百石。応天府学一千六百石。各設吏一人、以司出納。
と、等差をつけて分け、また生員一人あて 額数も
　
師生月給廩膳米一石。教官俸如旧。
と増加され、ますます優遇されるようになった。　
洪武二十四年（一三九一）十月には、生員の巾服の制が定められ
た。 『欽定続文献通考』巻五〇に、
　
帝以学校為国儲才、而士子巾服無異吏胥、宜有以甄別之、命工部製式 進。帝親視、必求典雅。凡三易其制 始定。
とある。生員も餼廩を給せられる点で官吏に准ずるものとし、ただ服装を異にして、学生としての矜持をもたした。太祖の親裁で三度も工夫をこらして製したのであるから 定めし典雅な巾服をきた青矜が逍遥講習したことであろう。
　
生員の数が少なくて餼廩の額の多かったことは、自然社会の羨望
をあつめ、入学を希望する童生（ 『明史』選挙志に「士子未入学者、通謂之童生。 」とある）が、ますます多くなり、増員の必要にせまられた。 『明史』選挙志に、　　
生員雖定数於国初、未幾、即命増広、不拘額数。
とあり、 『欽定続文献通考』巻五〇によ と、これは洪武二十年ことで ったことがわかる　
前述の在京府学六十人、在外府学四十人、州学三十人、県学二十
人の定員額が、 さ に増加の必要にせまられた。 『日知録』 巻一七に、　　
其後以多才之地、許令増広。亦不過三人五人而已。踵而漸多。
とあり、初めは三人五人位の超過であったが、段々増加する傾向であった。そこで『明史』選挙志に、
宣徳中、定増広之額。在京府学六十人、在外府学四十人 州・県以次減十。
とあり、 『日知録』では、宣徳元年（一四二六）のこととしてある。宣徳は明朝第五代宣宗の年号 ある。これはつまり最初の定員数だけ増加されたわけで、丁度倍になったのである。そこで区別して、以前から餼廩を給せられていた者を「廩膳生員」といい、今次増加した者を「増広生員」といった。　
さらに正統十二年（第六代英宗の年号、一四四七）になると、鳳
陽府（安徽省に在り、明室発祥の地とされている）の知府楊瓚の進言によって右の廩膳・ 以外で 軍人の子弟の入学希望者をも採用する制をつくり、 これを「附学生員」といって、 員数を限らなかった。生員の増加につれて教員の増員されたこ も想像され、明 中
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葉に及んでは、 地方学校の制度はすこぶる完備し、 広大なものとなった。　
地方の教化は、ついに西南辺徼の苗族にまで及んだ。貴州・広西・
雲南の地方の開けたの 主として明代からである。これらの地方には、苗族とか猺族とよばれる未開野蛮の種族がすんでおり、漢人はそれを治めるのに「土官」の制を用いた。土官と 酋長のようなもので、世襲した。そ 土官の子弟を、初めは附近の州・県の学校に入れて教育した。 『欽定続文献通考』巻五〇に、
　
憲宗成化十七年詔、凡土官嫡子、許入附近儒学、至世宗嘉靖二十六年、命帰順土官子孫、照例送学食廩読書。
とある。成化は明室第八代憲宗 年号で、十七年 一四八一年にあたる。嘉靖は第十一代世宗の年号で、二十六年は一五四七年にあたる。その後、これら辺徼の地方 も学校が建てられた。 『明史』職官志に、　　
其後、宣慰・安撫等土官、倶設儒学。
とあり、 『欽定続文献通考』巻五〇に
　
神宗万暦四年詔、広西・雲南・四川、凡改 為流州県及土官地方、建有学校者 提学官厳加査核。果係土著之人、方准考充附学。不許他処士民冒籍濫入。
という規定がのせてある。万暦は第十三代神宗の年号で、四 は一五七六年にあたる。　
かように学校の設置は辺境未開の地方にまでおよび、 『明史』選
挙志に、
　
天下府・州・県・衛所、皆建儒学。教官四千二百餘員、弟子無
筭。教養之法備矣。……蓋無地而不設之学、無人而不納之教。庠声序音、重規畳矩、無間於下邑荒徼、山陬海涯。此明代学校之盛、唐・宋以来所不及也。
といってあるのは事実であろう。しかし、これが又『日知録』巻一七に、　　
学校自此濫矣。異時毎学生員、 過数十人。故考試易精、程課易密。……取之如彼其少、課之如此其厳、豈有如後日之濫且惰者乎。今人於取進士、用三場 動言遵祖制。而於此独不肯申明祖制。挙一世而為姑息之政、僥倖之人、是可歎也
というような学政の弛廃を招いたことも亦た事実であったらしい。　
生員の入学について別に年齢の制限はなく、すべて士子でまだ入
学していない者を「童生」と称した。童生が入学するには三年に一回行われる科挙の「郷試」に際し、 俊敏な者一二名を選んで「諸生」と一緒に受験させる。これを「充場儒士」と う。この郷試に合格すれば直ち 「挙人」になれるが、不合格者は学校に入れてさら勉強させる。それにはまた提学官によって行われる入学試験に合格しなければならなかった。【教科】　
府・州・県学で教授する教科目については、 『明史』選挙志に、　
生員専治一経、以礼楽射御書数設科分教、務求実才、頑不率者黜之。
とある。一経は、五経の内で選択す のである。四書は記載がないが、もちろん皆兼習したこととおもわれ
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明代は宋元以来の朱子学が重んぜられ、ついに「官学」となった
のであるから、四書にしても、五経にしても、程朱の説によって解釈されたことは想像にかたくない。経説の規定は 選挙志の科目の条に記 てある。生員のほとんど全部が官吏登用の科挙に応じたところから、学校での教授も、洪武十七年三月 公布された「科挙定式」に準拠したもの あろう。それによると、　
四書は、宋の朱熹の集註を主とする。
　
易経は、宋の程頤の伝と朱熹の本義とする。
　
書経は、宋の蔡沈の集伝と古註疏
　
漢の孔安国の伝と唐の孔穎達の正義
　
を
併用する。
　
詩経は、宋の朱熹の集伝による。
　
春秋は、左氏・公羊・穀梁 三伝により、併せて の胡安国およ
び張洽の伝による。
　
礼記は、古註疏
　
漢の鄭玄の註と唐の孔穎達の正義
　
による。
（のちには元の陳澔の集説も採用されたことが考えられる）
かように宋儒の経説（義理）を主としたが、漢・唐の註疏（訓詁）も必ずしも捨てなかった。ところが永楽（第三代成祖 年号）十三年（一四一五）九月に、四書・五経・性理の「大全」ができて、天下に頒行してからは、註疏は全廃し、その後さらに春秋に「張洽の伝」を用いず、礼記は、ただ宋の「陳澔の集説」だけを用いるようになって、全く宋学それ 程朱一派 説にのみ拠ったから、自然学校の教授もこれに一定された。　
四書と五経の内の一経とは、 必修科目であった。外に「礼 楽・射・
御・書・数」いわゆる六芸の教があった。洪武十五年（一三八二）に「楽 御」の両科を廃し、
陳安仁の「中国近世文化史
　
明代之学制」による
　
二
十五年（一三九二）になって、四科の教授法が定められた。 『欽定続文献通考』巻五〇に、それが載せられてある。　　
一、頒行経史律誥礼儀等書、生員皆須熟読精通、以備科貢考試。
　　
一、朔望、習射於射圃。樹鵠置射位、初三十歩、加至九十歩。
毎耦二人、各挟四矢、以次相継。長官主射。射畢、中的飲三爵、中采二爵。
　　
一、習書、依名人法帖、日五百字
　　
一、数学、務精通九章之法。
　
童生といっても、英敏な者は直ちに郷試をうけさしたのであるか
ら、生員の年齢は相当高かったと思われる。従って授業は、教官の講義よりは生員自身の学習に重点がおかれ、疑義を質問する方法であったらしい。　
進級に関する試験は、相当やかましかった。試験は学校の教官で
はなく、後に述べる「提学官」という、 つての視学官にあたる役人によって 三年に二回施行された。それを「歳考」という。歳考の成績は六等に区分される。一等は「廩膳生」になれる資格をあたえられ、その缺員をまって補充される。二等は「増広生」になれる資格をあたえられる。また一・二等には賞を賜り、 「科挙 員して郷試に応ずる資格もあたえら た 三 普通で、賞も く罰もなく、 その身分のままにおかれた。四 以下は落第 四等は「撻責」といって、鞭でうたれる。五等は、廩膳生なら増広に、増広生なら附学に、 附学生なら青衣にと、 一級ずつ降 された。六等は 黜
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革継取」といって、一旦退学せしめられる。ただし判定は大部分三等以内におかれ、落第は殆どなかったということである。一・二等の「科挙生員」で、実際郷試に応ずるものを「科考」といい、合格して挙人になれるのは 大体三十人に一人 割合だった われる。　
提学官の歳考の外、学校の教官が勧懲のため、諸生を賞罰するこ
ともあった。 『明史』選挙志に、　　
提学官歳試校文之外、令教官挙諸生行優劣者一二人、賞黜之、以為勧懲。
とある。　
なお、明末艾南英の「応試文自序」には、歳考の外に、郡県有司
によって行われる 「参考」 、 所部御 よって行われる 「観風」 のあったことが記されてい 。そして「歳考」のあるのに、 さらに「参考」や「観風」のあった事由を考えてみ い。【科挙】　
生員のもっとも栄誉として望んでいるのは、三年に一度省城で行
われる郷試に合格して「挙人」にな ことか、 るいは毎年選抜されて京師の国子監に入る「歳貢生 と る であった。それ ついては、 『明史』選挙志に、　　
諸生、上者中式、次者廩生、年久充貢、或選抜為貢生。
とある。 「中式」が郷試合格で、 充 」が歳貢入監である。そこでまず郷試に応ずる「科挙」の業、 すなわち「挙業」のこと 述べる。　
科挙は郷試・会試・廷試の三段階からなりたっている。そして生
員の応じられるのは、最初の郷試である。
　
郷試は各省ごとに行われる試験で、三年に一度、子・午・卯・酉
の年の八月に、その省の諸生を省城に集めて行われる。普通文官試験ともいうべきものである。子・午・卯・酉にあたる年は丁度三年に一度 なり、その年 八月九日から二十五日までかかった。省城というのは、北直隷は順天府
　
北京
　
で、南直隷は応天府
　
南京
　
で、
府尹が施行、各省はその布政使司で承宣布政使
　
省長
　
が施行する。
　
実際考試にあずかる試験官を「考官」あるいは「試官」といい、 「主
考」二人、 「同考」四人
　
以上内簾官
　
、 「提調」一人、 「監試」二人
　
以上外簾官
　
から組織される。なお、 この外に「監臨官」 「収掌官」 「受
巻官」 「弥封官」 謄録官」 「対読官」 「巡綽官」 「捜検官」 「供給官」などの分掌のあったことが、 『明書』巻六四・選挙志にみえており、その厳重さが想われる。　
試験場は省城に永久的な施設として在り、 「貢院」とよばれた。
中央に「明遠楼」という二階建の楼閣がある。監視所である。左右に一棟に数十人を収容でき 細長い建物が、 幾棟も並んでおり、それに一字ずつ千字文の文字の順で符号がつけられてある。その一号棟がまた 人 隔離して入れる数十の小室に分かたれている。その小室は間口三尺、奥行六尺ばかり、受験期間中、ここで起居し燭を点じて答案を執筆する。一尺四方の小窓から握り飯 差入 られる。この小室を「号房」という（南京の貢院は、清の同治三年修築で、 号房 数二万六百四十四あったという） 。 中央の明遠楼でとてもこの一々の「号房」まで目がとどか い で、一号棟に一人ずつ軍卒をつけて監視にあたらした。それを「号軍」という。　
ついでにどんな不正行為が行われたかといえば、
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鑚営
　
壁に孔をあけて、隣室を窺きみする。
　　
懐挟
　
カンニング・ペーパーを懐に入れてく
　　
倩代
　
替え玉をつかう。
　　
割巻伝逓
　
答案をさいて、隣室へ送る。
　　
賄買
　
号軍に賄賂をあたえて買収する。
などの手段が行われたらしい。　
試験は四日に分けて実施された。
　　
第一場
　
八月九日
　　
四書の義
三問
　
五経の義
四問
　　
第二場
　
八月十二日
　
論
一問
　
判
五問
　
詔・誥・表の内
一問
　　
第三場
　
八月十五日
　
経史時務策
五問
　　
第四場
　
八月廿五日
　
騎・射・書・算・律
五事
四書・五経の義は、前の「教科」の項で述べたように、宋儒―程頤・朱熹の経説によるべききまりであった。この四場を通して及第した者が、初めて「挙人」と称する資格をあ えられた。 「挙人」とは、　　
挙人者、挙到之人。……自本人言之、謂之挙進士。自朝廷言之、謂之 。
日知録巻一六
と、顧炎武は説明している。　
各省で一度の郷試に、幾人の合格者すなわち挙人を出したか、い
わゆる「郷試の貢額」につい は、大体定数が められて った。洪武年間には　　
直隷
江蘇・安徽
　
一〇〇人
　　
河南
　
山東
　
山西
　
陝西
　
北平
河北
　
江西
　
浙江
　
福建
　　
湖広
湖北・湖南
　
四〇人
　　
広西
　
広東
　
二五人
右の定額があったが、 「才多或不及者、不拘額数。 」という例外も認められていた。これが洪煕元年に改正され その後漸次増加された。それを表にすると、　
郷試取士の額（ 『欽定続文献通考』巻三五による）
　　
洪煕元
　
宣徳四
　
正統五
　
景泰四
　
嘉靖四
　
嘉靖一九
　
万暦一〇
北直隷
　
五〇
　　
八〇
　　
八〇
　
一三五
南直隷
　
八〇
　　
一〇〇
　
一三五
江
　
西
　
五〇
　　
六五
　　
九五
浙
　
江
　
四五
　　
六〇
　　
九五
福
　
建
　
四五
　　
六〇
　　
九〇
湖
　
広
　
四〇
　　
五五
　　
八五
　　　　　　　
九〇
広
　
東
　
四〇
　　
五〇
　　
七五
河
　
南
　
三五
　　
五〇
　　
八〇
四
　
川
　
三五
　　
四五
　　
七〇
陝
　
西
　
三〇
　　
四〇
　　
六五
山
　
西
　
三〇
　　
四〇
　　
六五
山
　
東
　
三〇
　　
四五
　　
七五
広
　
西
　
二〇
　　
三〇
　　
五五
雲
　
南
　
一〇
　　
一五
　　
二〇
　　
三〇
　　
四〇
　　　　　　　　
四五
貴
　
州
　　 　 　　　　 　 　 　 　
二五
交
　
趾
　
一〇
　
この郷試取士の額数は、即ち各地方の文化開発の程度を示してい
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るものと考えられる。 明代の文化は、 東南および西南に進展していったことが認められる。　
なお『明書』選挙志によると、明末の崇禎年間には、
　　
北直隷
　　
一一五名
　
遼東・宣府・大同、各五名を含む。
　　
南直隷
　　
一〇五名
　　
浙江
　
福建
　
湖広
　
江西
　　
一〇〇名内外
　　
山東
　
山西
　
河南
　
陝西
　　
八〇名内外
　　
四川
　
雲南
　
広東
　　 　　　
七〇名内外
　　
広西
　　
五〇名
　　
貴州
　　
三五名
となったことが記されてある。　
以上が、明代の郷試のあらましである。郷試に応じ得る者につい
ては、ただ「諸生」といってあるだけで、別に資格についての規定はなかったようである。ただ明末の艾南英の「応試文自序」に、　　
三歳大比、県升其秀、以達於郡。郡升其秀、以達於督学。督学又升其秀、以達於郷闈。
とあるので、各県・州・府の長官
 知事
 、提学官の推薦が必要であっ
たらしい。従って一般士子の推薦ももちろんあったろうが、学校生員も相当数におよんでいたであろ 。生員が試に応ずるには、前にも述べたように、提学官の歳考に一・二等をとって科挙生員となることがまず第一で 。生員で郷試 応じ得る資格は科挙生員でなければ与えられず、その応試を「科考」といった。　
科考の合格率は、取士の貢額にもよるが、最初は三十人に一人で
あったという。 『明史』選挙志に、
　　
生儒応試、毎挙人一名、以科挙三十名為率。
とある。浙江に例をとってみると、 貢額は初め四〇人であったから、一二〇〇人位の科挙生員が応試したらしい。終には貢額が一〇〇人になったから、三〇〇〇人位試に応じ のであろう。貢額が漸次増加されたについては、 『明史』選挙志に、　　
挙人屢広額、科挙之数亦日増。及求挙者益衆、又往往於定額之外加取、以収士心。
とあって、科挙生員が段々多くなり、その志望 そうために定員外の合格も認めたのである。ただし、科挙生員 増加は、学校生員の増加、即ち地方教学 発展の結果か、あるいは又提学官の歳考が甘くなったためか、又ある意味で 教学の堕落 結果かは、 わかに判断できない。　
郷試の貢額が増加された結果、科考の選抜はいく分緩和されたに
は相違ない。しかし応試生も相当多数 及んだことが想像され、競争は依然はげしかった。競争の激甚は生員をして、 「挙業」――受験勉強に没頭腐心さした。　
挙業の重点は、応 文すなわち答案の書き方にあった。前述の
四場の科目の内でも、殊に第一場の四書と五経の義――「制義」いう――に重点がおかれ いかに巧みに書く に苦辛した。 『明史』選挙志に、　　
諸生応試之文、通謂之挙業。四書義一道、二百字以上。経義一道、 三百字以上。取書旨明晳而已。不尚華采也。其後標新領異、益漓厥初。
とあり、明初質実を主とし、書旨の明晳を取ったのが、段々新奇に
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はしっていった。その文体もようやく整い、成化以後になると、いわゆる「八股」の体裁が完成した。 「八股文」については、 別に「明代の科挙制度」を起稿して詳述するつもりであるから、 ここ は『明史』選挙志の、　　
其文、略仿宋経義。然代古人語気為之、体用排偶。謂之八股、通謂之制義。
という解説だけをあげておく。　
制義の文が新奇にはしったについては、 『明史』選挙志に載せて
ある万暦十五年の礼部の上奏でよくわかる。　　
唐文初尚靡麗、而士趨浮薄 宋文初尚鉤棘、而人習険譎。国初挙業、有用六経語者、其後引左伝・国語矣、又引史記・漢書矣。史記窮而用六子、六子窮 用百家。甚至仏経・道蔵摘 用之、流弊安窮。弘治・正徳・嘉靖初年、中式文字、純正典雅。宜選其尤者、刊布学宮、俾知趨向。
そこで弘治・正徳の間、中式
　
合格及第の意
　
の制義文一百十餘篇を刊
行し、手本として学校に頒布した。しかし、　　
時方崇尚新奇、 厭薄先民矩矱 以士子所好為 不遵上指也 啓・禎之間（天啓・崇禎） 、文体益変 以出入経史百氏為高、而恣軼者亦多矣。雖数申詭異険僻之禁、勢重難返、卒不能従。
と、時の勢はいかんともしがたく、士子の挙業は軽薄におもむいていった。　『明史』選挙志に「論者以明挙業文字比唐人之詩。 」とあるが、その間「国初比初唐、成・弘・正・嘉比盛唐、隆・万比中唐、啓・禎比晩唐云。 」というような変遷があった。そ 万暦以後、制義の
新奇をためなおすため、弘治・正徳年間の典雅な文章を手本として頒布した。これは一見よい方法のようであるが、一旦
詭き
僻へき
　
いつわり
かたより
　
におもむいた士子は、今度はこればかり暗誦して、経史の
原典を まなくなってしまっ 。 『欽定続文献通考』の纂修官が、
挙業之文、代聖賢立言。而士人之学問才識、亦即於是乎見。経史固其根柢也。若如礼部之言、則将使 者屏六経左国史漢於不観、而惟程文之是習。毋怪乎坊刻盛行、而学術日就於荒陋、人才日即於銷耗也。
という弊害をかもし出し ことに注意し いるのは、卓見である。坊刻程文（擬作の答案文）の習熟は、やがて擬題の弊風を起した。　「擬題」とは、四書・五経の内で問題にでそうと思われる箇処の答案を、あらかじめ作って暗記しておくのである。しかも富豪は家庭教師をやとって、一篇いくらと価をはらって数十篇を作らす、受験の士子はそれを暗記してゆけば、十に八九まで 当 っている。なにも苦しんで全経を勉強する必要はないというのである。これについて顧炎武は『日知録』巻一六に、　　
今日科場之病、莫甚乎擬題。且以経文言之、初場、試所 本経義四道。而本経之中、場屋可出之題、不過数十。富家巨族、延請名士、館於家塾。将此数十題、各譔一篇、計篇酬価。令其子弟及僮奴之俊慧者、記誦熟習。入場命題、十符八九。即以所記之文、抄謄上巻。較之風簷結構 難易廻殊 四書亦然。発榜之後、此曹便為貴人。年少貌美者、多得館選。天下之士 靡然従風、而本経亦可以不読矣。
と、擬題の由来を説いている。更にその弊害を論じて
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因陋就寡、赴速邀時。昔人所須十年而成者、以一年畢之。昔人所待一年而習者、以一月畢之。成於勦襲、得於仮倩。卒而問其所未読之経、有茫然不知為何書者 故愚以為八股之害、等於焚書。而敗壊人材 甚於咸陽之郊。……率天下 為欲速成之童子。学問由此而衰、心術由此而壊。
と、明代教学の固陋をなげいている。　
科挙の弊害はこれのみではない。明末の文人艾南英
　
明史巻二八八文
苑伝に伝がある
　
の「応試文自序」の一篇をよめば、想い半ばにすぎる
ものがある。ここでは多岐にわたるので省略するが、要するに、科挙及第 業をもって人生第一等の栄誉とした生員の志望がひくすぎた。 業 一主義の教育は、学校をあやまり、学問をあやまり、思想をあやまり、巨額の国費を用いて養成し 生員が、国家の存亡をすくう何もので なくしてしまった。 『日知録』巻一七に、
至崇禎之末、開門迎賊者生員、縛官投偽者生員、幾於魏博之牙軍・成都之突将矣。故十六年殿試策問、有曰秀孝間汚潢池。嗚呼、養士而不精、其効乃至於此。
と、明末生員の堕落を説いている。【歳貢】　
歳貢は、 『明史』選挙志に、
　　
非廩生久次者、不得充歳貢也。
とあって、修学ひさしい廩膳生員に限られていた。その銓衡は、　　
毎歳天下按察司、選生員年二十以上厚重端秀者、送監考留
とあって、按察司があたっていたが、正統元年、提督学校官 即ち
「提学官」が設けられてからは、その職掌となった。　
国子監に入った歳貢生員を 「貢監」 という。この貢監に 「歳貢」 「選
貢」 「恩貢」 「納貢」の別があった。詳しくは「国子監」の「監生」の項で述べるが、ここでは、その選抜の方法だけ説明しておく。　『欽定続文献通考』巻四七によると、洪武十六年二月、諫官の関賢の奏議によって、各学とも毎年一人ときめられ、それを京師
 
北京
 
の翰林院（宮廷におかれた学士院）で試験し、一等は京師の国子監に入れ、二等は中都
　
南直隷、今の安徽省の鳳陽県
　
の国子監へ送った。 『明
史』選挙志に、　　
府・州・県学、歳貢生員各一人。翰林考試、経書義各一道、判語一条。中式者、一等入国子監、二等送中都。
とある。この入監試験 落第すると、推薦した教官や提調官までが罰せられたという。それは『明史』選挙志に　　
不中者、遣還、提調・教官 罰停廩禄。
とある。各学毎年一人 例は、 その後しばしば変更があった。 『明史』選挙志に、　　
洪武二十一年、定府・州・県学、以一・二・三年為差。
とある。これは、今年府学が歳貢をだしたら 明年は州学、明後年は県学と、たがい 一年ずつおくらしたものと解釈される。次 、　　
二十五年、定府学歳二人 州学二歳三人、県学歳一人。
と改って、貢生の数が増加している。しかしその後は、　　
永楽八年、定州県戸不及五里者、州歳一人、県間歳一人。
と、小さな州・県はかえって減少さした。 ころが、　　
十九年、令歳貢照洪武二十一年例。
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宣徳七年、復照洪武二十五年例。
と、旧に復し、また、　　
正統六年、更定府学歳一人、州学三歳二人、県学間歳一人。
と、減らしている。明初から中葉にかけて、国家の基礎がまだ定まらず、法制の改正が屢々であったことが察せられる。そして、　　
弘治・嘉靖間、仍定府学歳二人、州学二歳三人、県学歳一人。遂為永制。
と、洪武二十五年の例によって、永制となった。　
歳貢は、 初め必ず学行端正・文理優長の者を選んであてる制であっ
たが、その後、ただ廩膳をうけた年久しい者を取るようになり、英才でも年次が浅いため滞る弊 生じ 。そこで弘治中、南京国子監祭酒
　
大学総長
　
の章懋が、
　　
乞於常貢外、令提学行選貢之法、不分廩膳・増広生員、通行考選、務求学行兼優、年富力強、累試優等者、乃以充貢。
ということを奏請し ので、その議の通り施行することになった。これが「選貢」の起り ある。　
丁度この頃から、国子監が衰え、監生が減る一方なので、選貢の
例は愈々開かれた。 「選貢生」は優等であったか 、自然「歳貢生」を越して認められた。 『明史』選挙志に　　
選貢多英才。入監課試、輒居上等。撥歴諸司、亦有幹局。歳貢頽老、其勢日絀、則惟願就教 而不願入監。
と、 「歳貢生」の振わないことを記している。その後、　　
万暦中、工科郭如心言、選貢非祖制。其始欲補歳貢之乏。其後遂妨歳貢之途。請停其選。神宗以為然。至崇禎時、又嘗行之
と、明代を通じて「歳貢」と「選貢」とが互いに行われて、消長をなしていた。　
また国家に祝賀や大礼があった時、生員を国子監に送ることがあ
り、それを「恩貢」といった。　
他に「納貢」というのがあった。国家に飢饉や侵寇などがあった
場合、粟や馬を官に納めることによって、国子監に送られる生員のことで、 『明史』選挙志に、　　
其後、有納粟馬捐監之例、則諸生又有援例而出学者矣。
とある。 これは景泰以後行われたらしい。 これについて顧炎武は、 『日知録』巻一七に、　　
景泰四年四月己酉、右少監武艮・礼部右侍郎兼左春坊左庶子鄒幹等奏、臨清県学生員伍銘等、願納米八百石、乞入監読書。今山東等処、正缺粮儲。宜允其請。従之。竝詔各府政司及直隷府州県学生員、能出米八百石、於臨清・東昌・徐州三処 賑済。願入監読書者聴。此一時之秕政 遂循之二百年。
といって歎いている。【禁制】　
生員の学業が自学自習であっただけに、学校の規律は相当きびし
いものがあった。 『明史』選挙志に、　　
（洪武）十五年……又頒禁例十二条於天下、鐫立臥碑、置明倫堂之左。其不遵者、以違制論。
とある。この「臥碑」について、 『辞源』に、　　
鐫約束在学生員条教之碑也。明太祖始置此碑於明倫堂 禁生員
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無許軽至公門及言軍民利病等、凡八条。
と説明してある。この時「臥碑」に刻された禁例は八ヶ条であった。『明史』選挙志に十二条とあるのは、前述の洪武二十五年に定められた四科の教法を加えたものらしく思われる。この臥碑の禁例は、『欽定続文献通考』巻五〇・学校考に載せてある。　　
一、府州県生員、有大事干己者、許父兄弟陳訴。非大事、毋軽
至公門。
　　
一、生員父母、欲行非為、必再三懇告、不陥父母於危亡。
　　
一、 切軍民利病 農工商賈 皆可言之。惟生員不許建言
　　
一、生員学優才贍 年及三十願出仕者、提調正官、奏聞考試録
用。
　　
一、生員聴師講説 毋恃己長 妄 辨難 或置之不問。
　　
一、師長当竭誠訓導愚蒙。毋致懈惰。
　　
一、提調正官、務常加考校、敦厚勤敏者進之、懈怠頑詐者斥之。
　　
一、在野賢人 有練達治体、敷陳王道者 許所在有司、給引赴
京、陳奏。不許在家実封入逓。
かような禁例の敷かれたことは、即ち教師・生員におこたりのあったことを証している。明初創建の際には、このような禁例がなくても、学校の規律がよく保たれていた。 『明史』選挙志に、　　
明初、優礼師儒、教官擢給事・御史。諸生歳貢者 易得美官。然鉗束亦甚謹。
とある。ところが、その後、　　
然其後、教官之黜降、生員之充発 皆廃格不行 即臥碑亦具文矣。
となって、折角の規則も行われなくなった。それで洪武二十四年以後、しばしば黜
ちゅつばつ
罰
　
やめさしたり
　
つみしたり
　
の詔令が出た。
　
もともと生員の在学年限については、別にきまりはなかった。そ
れをよいこ にして、
餼
廩をもらいながら学業を怠る者があった。
そこで『欽定続文献通考』巻五〇の記載によると、　　
洪武二十四年七月詔、歳貢生員不中、其廩食五年者、罰為吏。不及五年者、遣還読書。次年復不中者 雖不及 、亦
と、五年を限って、怠惰生を罰 いる。次に、　　
二十七年十月詔、生員食廩十年 学無成効、増広二十年、不通義理者、罰為吏。
と、廩膳生は十年、増広生は二十年して、成業の見込みのない者は罰せられて「吏」となった。そ が、　　
永楽二年詔、増広生員入学十年 若年二十以上 魯鈍不能行文者、充吏。
と、増広生も十年に限られた。さらに、
宣徳三年三月勅、各処巡按御史、会布按二司各官、公同考試生員、食廩膳七年以上 学無成効 充 六年以下 追還所給廩米 黜為民。
とある。黜せられて 「民」 となるのはまだよい方で 罰せられて 「吏」となるのは、よほどの劣等生であった。 「吏」は胥吏あるいは吏胥といって、 「官」の下にいて銭穀刑名の実務にたずさわり、そのため私利私欲をこやして官務 癌ともなっていた。　　
正統元年令、廩膳六年以上、不諳文理者、充吏。増広為民。
増広・廩膳 もに六年を限りとし、罰で差等をつけた。正統十四年
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になると、さらに非行のあった生員に重い罰がきめられた。　　
廩膳受贓、奸盗、冒籍、及諸所犯事理重者、直隷発充国子監膳夫、各省充附近儒学膳夫斎夫、満日為民、倶追廩米。犯軽充吏者、免追。
　　　　
（ 『明史』選挙志では、 「冒籍」の下に「宿娼、 居喪、 娶妻妾」が書き加えられている。 ）
　
かように厳しい罰則のできたことは、生員の中にそれを犯す者の
あったことを証するわけで、また学政の風紀の弛んだことも推察される。［附記］生員で怠らず努めて、五十歳を踰えてもなお身を立てることのできない者には、退学にあたり、冠帯を賜る恩典があった。 『明史』選挙志に、　　
其累試不第、年踰五十、願告退間者、給與冠帯、仍復其身。
とある。【学政の監督】　『明史』巻一二八・宋濂伝に、　　
明年（元の至正十九年）三月、以李善長薦、與劉基・章溢・葉琛並徴至応天、除江南儒学提挙。
とある。この「儒学提挙」の官は元代の遺制によったもので、 『元史』巻九一・百官志に、
儒学提挙司、秩従五品。各処行省所署之地、皆置一司。統諸路府州県 校祭祀教養銭粮之事 及考校呈進著述文字。毎 提挙
一員、従五品。副提挙一員、従七品。吏目一人、司吏一人。
とあり、地方学政の監督にあたったものである。宋濂がこの官に任ぜられたのは、ちょうど金華 郡学が開かれたのと同じように（二八頁参照） 、当時はまだ江南さえも完全にはその範囲に入っておらず、創業の際、仮りに置いた官にすぎなか 。 後十年、洪武二年に至って、全国 府・州・県にすべて学校 設けられた。そして学政の監督には 大は巡按御史 布政使・按察使 あたり、小は各府・州・県の長官があたっていた。そのことは、 『明史』選挙志に　　
生員入学、初由巡按御史、布・按両司及府州県官。
とあり、また『日知録』巻一七に、
宣徳三年三月戊戌、行在礼部尚書胡
、奉旨令各処巡按御史、
同布政司・按察司、並提調官・教官 将生員公同考試。食廩膳七年以上、学無成効者 発充吏。六年以下、追還所給廩米、黜為民。其時即已病生員之濫、而尚未有提学官之設。是以煩特旨而会多官也。
とあるのが、その一例である。　
巡按御史は、都察院の管轄に属し、各省に一人、天子に代わって、
所轄を巡り按
しら
べて考察し、挙劾することを掌る。
　
布政使は吏部の管轄で、各省に左右各々一人ずつ置かれた、行政
の長官である。　
按察使は刑部の管轄で、各省に一人置かれた、司法の長官である。
　
正統元年五月に至って、 正式に学政監督の官制が定まった。 『明史』
選挙志に、
正統元年、始特置提学官、専使提督学政。南北直隷、倶御史。
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各省参用副使・僉事。
とある。この事情をもう少し詳しく 『欽定続文献通考』 巻五〇によって調べてみる。　　
英宗正統元年五月、始置提調学校官。
と、設置の年月を掲げてあるのは、 『明史』の缺を補うにたりる。これまで、生員の入学に関しては、巡按御史・布政司・按察司および府州県官の所管であったが、生員 学業が低下する一方である。そこで戸部尚書の黄福が、　　
比来、生員学業疎浅。宜令専官徧歴考試。庶得真才
という意味の上奏をしたので、南北直隷には各々御史一人を、各省には按察司の副使あるいは僉事一人をおいて もっぱら学政を監督さすことになった。 「提学 」という が、それである。 『明史』巻七五・職官志 、
按察司副使・僉事分司諸道。提督学道、清軍道、駅伝道。十三布政司、倶各一員。惟湖広提学二員。
とあるのがそれで、一般 略して「提学官」という。　「提学官」の任期は三年で、その間二度試験をおこなって、生員の優劣を判定するのが、大きな職責であった。そ を「歳貢」 るいは「歳試」という。こ については、すでに「教科 の項（三三頁）で述べておいたから、 こ は略する。　「歳考」の外に、 提学官は自ら学校をめぐって、 諸生の勤怠を調べ、成績を考えることがあった。 『欽定続文献通考』巻五〇 、　　
英宗正統六年、令提調官置簿、稽考生員所業。提学官所至察提調勤怠、以書其称否。生員不率教者、黜退之。
とある。これは提学官が自ら生員の勤怠を調べたのである。　
また、その後、
　　
憲宗成化三年、詔提学官、躬歴各学、督率教官、化導諸生。
と題し、更にその事実を説明して、
仍令置簿考験。其徳行優、文芸贍、治事長者、列上等簿。或有徳行而劣於経義、或有経義而短於治事者、列二等簿。経義雖優、治事雖長、而徳行或缺者、列三等簿。歳課月考、循序而上。非上等、不許科貢。
と、徳行・経義・文芸・治事の四者を併せ考えて、上等・二等・三等の帖簿に記入したのである。 『明史』選挙志に、
提学官歳試校文之外、令教官挙諸生行優劣者一二人、賞黜之、以為勧懲。
とあるのは、おそらくこの置簿考験のことを簡単に述べたのであろう。 にかく提学官は、歳考とか置簿 かの方法で生員の成績を考査し、その優等を選抜して 「歳貢生」あるいは「科挙生 」と判定したのである。　
ただし、刑罰に関することは、按察司と府州県の有司にゆだねら
れた。両者の職分は相侵すことを許さなかった。 『明史』選挙志 、　　
提学之職、専督学校。不理刑名。所受詞訟、重者送按察司、軽者発有司。直隷則転送巡按御史、督・撫・巡按及布・按二司亦不許侵提学職事也。
とあるのが、そ である。　
その後の提学官の沿革については、景泰元年に一時廃止したが、
天順六年に復活し、各々十六条の勅諭を賜うて職務を奉行した。ま
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た直隷・省で、所管の地域があまりに広すぎるとか遠すぎて、一年で巡察しかねる所は、斟酌して「分巡道員」に委嘱した。万暦四十一年には、南直隷が広すぎるので上下に分割し、江西と湖広も南北に分け、提学官を一名ずつ増員した。　
明初は随分「提学」の人選を重んじたから、学政監督の成績もあ
がった。 『春明夢餘録』巻五五に、
明初重督学之選、其盛時無論。
迨
正徳末、御史蕭鳴鳳懲悪厳、
雖才不貸。副使魏校敦行急、受欺不悔。副使李夢陽伸士節、振萎習、士誦義不休。
とある。正徳の末年頃までは、まだ提学官もその人を得て、学政も振興していたらしい。所がそれ以後は、 、その人を得ず、そのため学政が振わなくなった 『春明夢餘録』巻五五に、
其後、督学官稍軽、柄其任者、非必有卓 実学、厭士心如曩時。高者虚談沽誉、劣者安禄食交下 至開倖門、聴請託、不忌。又巡歴或二三歳乃一至、不過浹旬月、独品所為校試一日文而已不復関行能考察道芸。即甄考徳行、亦徒按郡県学官所報、三等簿奨汰之、不復有案質。甚乃憚巡行労苦、独高坐引日月 至大比、独委府・州・県、類考而合試之。故 習刓 而人騖於奔趨。
と、かように学政の不振は教官も生員も惰慢となり、学校は衰微の一途をたどった。　
明朝最後の天子毅宗は、 英邁の君主であった。内に流賊の難あり、
外に北虜の寇あり、それに東林の党争と魏客の専横によって、紊乱の極に達した。国家の恢復 苦辛している。学政の不振に対 ても、崇禎六年（一六三三）二月、 勅諭を発して粛正をはかられたこ が
『欽定続文献通考』巻五〇に、
諭曰、近来士習日偸、挙貢失当。真才鮮少、理道不振、皆由督学教 訓導各官、董率乖方。培養無術。盡失旧制初意、以致朝廷不獲収用人之効。拠会典及提学勅書内、敦尚行誼、以励頽俗、不専論文優劣、開載甚明。近日通不遵行。至小学諸書 州県各有社学、原欲養蒙育徳、敷教儲才。近亦全不講論。興挙教官為士子師長 化導最親。旧制甚重。近皆以衰庸充数 教術全廃。此尤士風不正之源。今宜設法興起、吏礼二部、同都察院等詳議、明確以聞。
とある。この勅諭をよむと、当時の学政の弛緩、校風の頽廃が察せられ、粛正に焦心せられた気持がよくわかる。この教書を奉じて正しい奏上に及んだ者が、 果 して幾人あったろう。 『欽定続文献通考』に、この勅諭の次に礼部尚書黄汝良と袁黄の奏議を載せているが、おそらく当時奏聞 出色のものであったろう。黄・袁両人の議は、文章は多少異なっているが、いずれも督学・教官 革正 痛論している。こと 袁黄 議は時弊を指摘して剴切であり、改策もなかなか具体的で適切であるとおもう。なかでも、
窃意、此皆繇朝廷不重教官之職。故無以振作 風。蓋以今日官、多是歳貢挨撥。而歳貢之条、凡生員一食廩。惟計年之久、近年満赴選。又限以資格。故加意作興者少、而蘇湖之 、 復見也。愚按、生員食廩、係於憲官 一考。一時偶得、豈盡賢才。奈何軽授以師儒之重任哉。
といっているのは、真に当時教官の職の軽くて、そ 人 得ていなかったことを物語っている。彼はこれを救うには、五経 通ずる士
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を厳選して教官に任ずること、提学官は必ず翰林から差遣すべきことを主張し、終わり 、　　
如此則教官之職重、督学之選精、而人知自愛、士知向風矣。
といって結んでいる。要するに、学政の弛緩は、督学や教官が職にかなわなかったことが 最大の因であった である。　
毅宗は宵衣旰食、ひたすら政教の革新をはかったのであるが、財
政の窮迫・士風の頽廃・流賊の猖獗・遼東の防禦と、あまりにも多い国難 ため、学政 粛正もつ に果されず、土崩瓦解 社稷の滅亡におちいるを免れ得 。　
以上で、明代、全国の府・州・県に、広く一般人民のために設け
られた普通教育――当時これを「儒学」と称した――の制度の らましを述べた。
（未完）
（追記）本稿は河住玄著『明代の教育制度』 （油印本。一九五四年）の本文の一部である。同書は五十部限定の私家本で目にすることも少ないが、書名にある教育制度について重要な内容を含んでい思われるので 常用漢字に改めるなど若干の訂正を加えてここに載せる次第である。なお本文の引用史料には返り点、送り仮名が付されてい が、印刷の都合上省略した（渡記） 。
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